
 

令和４年度 ３月号    児童数 ２４４名    ＴＥＬ ０４８－７３５－８４７９ 

 

 ～笑顔あふれる備後小学校～         

 校長 安東 由美子 

 校庭の桜のつぼみが、少しずつ膨らんできました。頬をなでる風の柔らかさ 

からも、春はすぐそこまで来ているのがわかります。校庭を元気いっぱいに走 

り回る子供たちの姿に、心が弾みます。 

 この１年を振り返ってみますと、備後小学校は子供たちの笑顔でできあがっ 

ていると感じることが多くありました。先生や友達と学習する中で、新しい知 

識をたくさん身に付けました。教室の中には、できた！わかった！と「学びが 

いっぱいの笑顔」があふれていました。また、元気いっぱいに運動したり、遊んだりする姿があ

りました。「汗いっぱい、やる気いっぱいの笑顔」は、きらきら輝いていました。何事にも協力

して取り組み、友達の気持ちも深く考えられるようになりました。そこには、「友達いっぱい、

優しさいっぱいの笑顔」がありました。いつも温かく見守ってくださる地域の方や保護者の皆様

のものとですくすくと育つ備後小学校の子供たち。常に「愛情いっぱいの笑顔」で登校してきて

くれました。きっと、笑顔の数だけ大きく成長したはずです。そして、その成長の姿を振り返っ

た時、必ず友達や家族、地域の方々がともにあったのではないでしょうか。禅語に「啐啄同時」

という言葉があります。これは、鳥のひなが卵の殻を破って出ようと中からつついて音をたてた

時に、それを聞きつけた親鳥がすかさず外からついばんで殻を破る手助けをすることを意味して

います。お互いに協働（協同）し合った時に、新しい何かが誕生するのですね。これを学校や家

庭での生活に当てはめてみると、学校や家庭、地域が協力して子供たちを育てていくことと似て

いると思います。子供たちの努力によって、成果につながることも多いですが、そこにたくさん

の支援があることで、深い学び、さらには知識の定着につながるはずです。備後小学校の子供た

ちは、たくさんの方たちと関わりながら、よりよい自分をつくり上げることができました。時に

悩んだり、迷ったりした時に出したサインに気付き、そっと手助けをしてくれた方がいらっしゃ

るのでしょう。２４４名の子供たちは、いつも笑顔いっぱいに過ごすことができました。これ

も、偏に保護者、地域の皆様のお力添えがあってのことです。感謝申し上げます。  

さて、コロナ禍での教育活動も丸３年となりました。少しずつできることも増えています。今

後も工夫と創造、そして笑顔を忘れず全職員が気持ちを一つにして前進してまいります。 

今年度最後の学校だよりとなりました。令和４年度の教育活動に、保護者の 

皆様、地域の皆様にご支援ご協力をいただきましたことに心より御礼申し上げ 

ます。令和５年度から備後小学校はコミュ二ティスクールとして、より地域に 

開かれたた学校となるよう取り組んで参ります。新年度も「歌声と 元気なあ 

いさつ ありがとう」の合言葉のもと、子供たちの笑顔があふれる備後小学校 

をめざしていきます。どうぞ、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

  １日 ２日 ３日 ４日 ５日 

  

 

読書タイム  

６年生を送る会 
委員会（最終） 

全校朝会 

 

青空タイム 

 

  

６日 ７日 ８日 ９日 １０日 11日 12日 

音楽朝会 
 

国語タイム 
ロングなかよし

タイム 

おはなし会 
クラブ（最終）

５年自動車工場
リモート見学 

表彰朝会 
 

青空タイム 
避難訓練 

 
 

 

１３日 １４日 １５日 １６日 １７日 18日 19日 

特日５時間 特日５時間 
 

特日５時間 
ＰＴＡ資源回収 

特日５時間 
卒業式予行 

特日５時間 
給食終了 
 

  

２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 25日 26日 

特日３時間 
卒業を祝う
会 

春分の日 卒業式 
１～５年生 
臨時休業日 

特日３時間 
６年生 
臨時休業日 

 

特日３時間 
修了式 
６年生 

臨時休業日 

学年末
休業日 

 

春日部市立備後小学校 
～合い言葉～ 
 歌声と 
 元気なあいさつ 
 ありがとう 

卒業証書授与式を行います 
期  日  令和５年３月２２日（水） 

受  付  ８：４０～９：００（体育館） 

※ご家庭からは児童１名につき保護者２名まで 

 のご参加とさせていただきます。 

開  式  ９：３０  

参加児童 ６年生（卒業生のみ） 

※１～５年生は、臨時休校日となります。 

※今後の新型コロナウィルスの感染状況によ

り、実施方法や保護者の参加に関して、変更

になる場合には、連絡配信アプリにてお知ら

せします。 

 

 

令和５年度から、本校も学

校運営協議会を設置したコミ

ュニティスクールとなりま

す。２月１５日には、学校運

営協議会委員の方にお集まり

いただき準備会を行いまし

た。より幅広く地域の方のご

意見を取り入れ、地域ととも

に歩む備後小 

学校を目指し 

ていきます。 

http://putiya.com/html/season/03gatu/font_3gatu01_05.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価保護者アンケート結果・ご意見より 
〇児童のあいさつ等について 
 ・あいさつができない児童が多い（特に登校時） ・目上の人へのマナーが足りない 
 ・定期的なあいさつ運動などの活動を通して、子供達が主体となって改善していけるとよい 
  ⇒今年度も児童会を中心にあいさつ運動に取り組んでいます。感染症対策の影響もあり、従来の“元気

よくあいさつをしよう”という指導ができにくい状況が続いています。子供達が主体的にあいさつ
や人との関わりの大切さに気付くことができるように指導を続けてまいります。登下校中の児童に
会った際には、ぜひ保護者、地域の皆様からも温かいお声掛けをいただければと思います。 

〇学校行事について 
 ・コロナ禍でも、対策をしっかりして行事を計画してほしい 
 ・授業参観が中止になったとしても、オンラインで配信してほしい 
 ・行事の予定が変更になったら、早めに知らせてほしい 
  ⇒50周年記念行事や運動会など、PTA執行部など関係者の方々と感染症対策について多くの時間を

費やして充分に話し合い、計画・実行することができました。保護者の皆様にも、多大なるご理解と
ご協力をいただきまして大変ありがとうございました。参観に代わるオンラインでの授業の配信に
ついては、個人情報保護などのセキュリティの観点等、実施には課題が多く残っています。課題を解
決し、できるだけ多くの情報を公開できるよう努めてまいります。また、行事の予定が変更になる場
合には、少なくとも 1か月前には連絡できるようにしています。社会情勢を鑑み、急な変更となる場
合がありますが、ご理解いただきますようお願いいたします。 

〇学校の安全面について 
 ・通学路の安全確保 ・不特定多数が簡単に教室に侵入できる 
・登校の時に遅れてくる児童がいると登校班が時間も分からず待つことになる 
・学校HPの動画は年度が替わるときに削除してほしい 
・HPのブログの写真を増やしてほしい・多くの子の写真を載せてほしい 
 ⇒通学路の危険個所については市教育委員会等関係機関に報告しており、危険度の高い個所から対策

していただいているところです。スクールガード・リーダー様をはじめ見守りボランティアの方々、
旗振り当番など PTA 地区役員の方々に引き続きご協力いただき、登下校時の安全確保に努めてま
いります。登校班で時間が分からないなど困ったことが起きた場合には、近くにいる見守りの方な
どに声をかけるように指導しています。不審者対策等の安全面については、正門をはじめとする 3
つの門を常時閉めており、2か所のカメラにより校舎に不審者が侵入しないよう監視しています。ま
た、不審者対応避難訓練を年に1度実施しており、今後も児童の命を守ることができるよう努めてま
いります。学校 HP については、個人情報保護の観点から児童の顔や名前等がはっきりと映らない
よう配慮しながら情報を公開してまいります。パスワードのかかっている「備後小のたからばこ」の
動画等につきましても年度末に一度整理します。 

〇学習の様子について 
 ・明らかに理解が不足している児童へのサポートが不足しているように感じる 
 ・算数を習熟度別に分けて学習している場合に、クラスが変更になった児童へのサポートをしてほしい 
  ⇒習熟度別の学習を進める際には、レディネステストや学習の様子等によってクラス分けを行ってい

ます。また、児童一人一人の学習の状況を把握するために、埼玉県学力学習状況調査や校内学力テス
トなど各種調査の分析を行っています。今後も児童一人一人の習熟度、理解度に応じた指導をしてい
くよう努めてまいります。 

〇その他（児童の様子や教職員など）について 
・明るく素直で頑張り屋さんの児童が多い・みんな仲良く、親切で優しい児童が多い。 
・先生方の温かく丁寧で熱心なご指導に心から感謝します・子供の体調や発達に応じて対応している 
 ⇒保護者の皆様や備後の地域に温かく育てられたお子さんたちは、学校内でもよく助け合い、よく学

び合うことができています。また、本校教職員に対して日頃、温かいお声掛けをいただいていること
にも感謝申し上げます。 


